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目的：　繊維廃材の適正処理とエネルギー使用量削減による環境負荷低減

管理対象：　皮革・繊維の端材　縫製糸　電力・水道使用量

①環境法令・規制及びその他の要求事項を遵守します。

②資源の有効活用と廃棄物削減を推進します。

③環境意識を高めるための教育、訓練を継続的に行います。

④地域社会との協調と、次世代への環境責任を果たします。

2　目的・管理対象・重点管理項目
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当社は、環境保全とともに、持続可能な社会の実現に貢献する企業として

誰もが働きやすく、誇りを持てる職場環境づくりを進めます。
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1　環境方針

月1回、組織メンバーにて会議を行う、進捗状況などの把握を行う。

会議記録は社内報告書にて全従業員に展開する。（社外秘）

3　環境マネジメント組織体制

上記、組織体制にて環境マネジメントを進める。

取締役

【継続的な環境教育】

環境保全活動を推進するためには、従業員一人ひとりの自覚が大切です。弊社は継続的な環境教育を通して従業員の環境に対する

意識と知識を育み、活動レベルの向上をめざしています。

実施担当

・環境基本方針・環境方針
環境管理責任者

及び取締役社長
一般教育 全社員 ・部門ごとの環境目的/目標

・その他の関連教育/訓練

教育区分 対象者 教育内容

松尾　将一 松尾　将一

　 2025年度 組織図（環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ）

取締役　社長 内部監査員

松尾　裕未 松尾　裕未

環境管理責任者 管理責任者

　裁断部門 縫製部門

責任者 森谷　彪河 責任者 尾崎　玲子 責任者

品質保証部門 業務部門

松尾　順子 責任者 成瀬　伸一郎

検査部門

責任者 井高　美奈



4　実施項目　手順　頻度
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5　教育訓練

6　緊急時の対応

緊急時は災害・火災対策本部を速やかに設置し、各マニュアルに沿って対応する。

（有）松尾化成は環境方針を全従業員に周知し、また、環境マネジメントメンバーにて行われた会議内容を

全社員へ展開、それを基に取り組み、お願い事項等の説明・教育を行う。

上記は各工程組織メンバーが中心となり行う。

業務
廃棄物推移の把握 月1 ゴミ排出量+生産量推移表

項目 担当者 内容 頻度 関連書類・使用物

針専用廃棄容器

各工程

各工程

工場長確認 

〇

〇

〇

端材・廃棄物のリサイクル業者への引き渡し 週1回 マニフェスト伝票

裁断刃物の廃棄 都度 刃物専用廃棄容器

種類別分別（天然皮革・合皮皮革・布地）

〇

管理者

工場長

廃棄物

型紙配置の最適化（裁断ロス率3％以下目標） 新規作成時
省資源

ミシン針の廃棄 都度

各工程 都度

作成時

デジタル見本（PAD）の導入（紙使用率90％削減） 都度

CADシステム 〇

頻度

1M

1W

1W

1M

エネルギー 各工程 アイドリングSTOP（使用しない機械は電源OFF） 都度 都度〇

項目 担当 内容

全従業員への環境取り組み・お願い事項の展開教育 組織メンバー

頻度

月1

関連書類

教育履歴

工場長確認 頻度

〇 1M

火災訓練マニュアル

初期消火（初期消火班）

消火器、屋内消火栓を活用し消火

119番通報（通報班）

落ち着いて119番通報
館内放送 （通報班）

建物内の人に火災連絡

避難誘導 （避難誘導班）

出火箇所や煙を避けて誘導

指揮者

松尾 将一

初期消火班

成瀨 伸一郎

中森 弘典

通報班

松尾 順子

井高 美奈

避難誘導班

尾崎 玲子

多湖 美幸

森谷 彪河

現場の確認

自動火災報知設備の受信機で発報区域を確認

消火器を持って現場へ急行

避難場

避難場所に集合・待機（指揮者）

負傷者の有無

避難人員の確認

地震 台風

事務局

情報収集

従業者対応班
感染予防対策班

感染者対応班

安否確認班 健康状態確認班

情報システム班

ウィルス感染症 責任者火災

対策本部長 取締役社長

工場長

工場長

財務班

設備担当班

取締役社長


